
 
 

 
 

 
 

 
 

「「 「「
佐

伯
町

佐
伯

町
佐

伯
町

佐
伯

町
のの のの

文
化

財
文

化
財

文
化

財
文

化
財

」」 」」
よ

り
よ

り
よ

り
よ

り
（（ （（

浅
原

関
係

抜
粋

浅
原

関
係

抜
粋

浅
原

関
係

抜
粋

浅
原

関
係

抜
粋

）） ））
    

                         
 

 
 

 
 

 
 

指
定

区
指

定
区

指
定

区
指

定
区

分分 分分
    

史
跡

史
跡

史
跡

史
跡

    

名名 名名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称称 称称

    
上

田
宗

箇
上

田
宗

箇
上

田
宗

箇
上

田
宗

箇
    

岩
船

岩
船

岩
船

岩
船

のの のの
水水 水水

    

指
定

年
月

日
指

定
年

月
日

指
定

年
月

日
指

定
年

月
日

    
昭

和
四

十
一

年
十

月
一

日
昭

和
四

十
一

年
十

月
一

日
昭

和
四

十
一

年
十

月
一

日
昭

和
四

十
一

年
十

月
一

日
    

所所 所所
    

在在 在在
    

地地 地地
    

佐
伯

町
佐

伯
町

佐
伯

町
佐

伯
町

（（ （（
廿

日
市

市
廿

日
市

市
廿

日
市

市
廿

日
市

市
）） ））

浅
原

字
本

郷
浅

原
字

本
郷

浅
原

字
本

郷
浅

原
字

本
郷

    

        
元

和
六

年
元

和
六

年
元

和
六

年
元

和
六

年
（（ （（

一
六

二
一

六
二

一
六

二
一

六
二

○○ ○○
）） ））

十
一

月
十

一
月

十
一

月
十

一
月

、、 、、
芸

州
浅

野
藩

家
老

芸
州

浅
野

藩
家

老
芸

州
浅

野
藩

家
老

芸
州

浅
野

藩
家

老
でで でで

茶
道

上
田

流
茶

道
上

田
流

茶
道

上
田

流
茶

道
上

田
流

のの のの
祖祖 祖祖

、、 、、
上

田
主

上
田

主
上

田
主

上
田

主

水
正

重
安

水
正

重
安

水
正

重
安

水
正

重
安

（（ （（
宗

箇
宗

箇
宗

箇
宗

箇
    

一
五

六
三

一
五

六
三

一
五

六
三

一
五

六
三

～～ ～～
一

六
五

一
六

五
一

六
五

一
六

五
○○ ○○

）） ））
がが がが

、、 、、
所

領
浅

原
村

所
領

浅
原

村
所

領
浅

原
村

所
領

浅
原

村
にに にに

隠
棲

隠
棲

隠
棲

隠
棲

しし しし
、、 、、

茶
三

昧
茶

三
昧

茶
三

昧
茶

三
昧

のの のの

生
活

生
活

生
活

生
活

をを をを
送送 送送

っ
た

と
っ

た
と

っ
た

と
っ

た
と

伝伝 伝伝
え

ら
れ

え
ら

れ
え

ら
れ

え
ら

れ
、、 、、

遺
愛

遺
愛

遺
愛

遺
愛

のの のの
名

水
名

水
名

水
名

水
「「 「「

岩
船

岩
船

岩
船

岩
船

のの のの
水水 水水

」」 」」
はは はは

今今 今今
な

お
な

お
な

お
な

お
変変 変変

わ
ら

ぬ
わ

ら
ぬ

わ
ら

ぬ
わ

ら
ぬ

姿姿 姿姿
でで でで

流流 流流

れ
て

い
る

れ
て

い
る

れ
て

い
る

れ
て

い
る

。。 。。
庵庵 庵庵

のの のの
跡跡 跡跡

はは はは
「「 「「

い
も

が
た

お
い

も
が

た
お

い
も

が
た

お
い

も
が

た
お

」」 」」
のの のの

高
台

高
台

高
台

高
台

に
あ

っ
た

と
さ

れ
て

い
る

が
に

あ
っ

た
と

さ
れ

て
い

る
が

に
あ

っ
た

と
さ

れ
て

い
る

が
に

あ
っ

た
と

さ
れ

て
い

る
が

国
道

国
道

国
道

国
道

のの のの
敷敷 敷敷

地地 地地
に

な
っ

て
に

な
っ

て
に

な
っ

て
に

な
っ

て
惜惜 惜惜

し
く

も
し

く
も

し
く

も
し

く
も

滅
失

滅
失

滅
失

滅
失

し
た

し
た

し
た

し
た

。。 。。
    

    
宗

箇
宗

箇
宗

箇
宗

箇
はは はは

古
田

織
部

正
古

田
織

部
正

古
田

織
部

正
古

田
織

部
正

のの のの
弟

子
弟

子
弟

子
弟

子
でで でで

紹紹 紹紹
鷗鷗 鷗鷗

、、 、、
利

休
利

休
利

休
利

休
のの のの

系
譜

系
譜

系
譜

系
譜

をを をを
継継 継継

ぐ
も

の
ぐ

も
の

ぐ
も

の
ぐ

も
の

、、 、、
同

門
同

門
同

門
同

門
にに にに

小
堀

遠
州

小
堀

遠
州

小
堀

遠
州

小
堀

遠
州

、、 、、

本
阿

弥
光

悦
本

阿
弥

光
悦

本
阿

弥
光

悦
本

阿
弥

光
悦

な
ど

が
な

ど
が

な
ど

が
な

ど
が

居居 居居
りり りり

、、 、、
と

も
に

と
も

に
と

も
に

と
も

に
日

本
文

化
史

上
日

本
文

化
史

上
日

本
文

化
史

上
日

本
文

化
史

上
のの のの

偉
人

偉
人

偉
人

偉
人

で
あ

る
で

あ
る

で
あ

る
で

あ
る

。。 。。
    

 
 

 
元

和
五

年
、

広
島

藩
主

福
島

正
則

改
易

の
あ

と
を

う
け

て
紀

州
和

歌
山

か

ら
浅

野
長

晟
が

安
芸

備
後

八
郡

を
併

せ
て

四
二

万
五

六
二

九
石

五
斗

八
合

（
芸

藩
志

拾
遺

）
の

太
守

と
し

て
広

島
城

に
入

り
ま

し
た

。
宗

箇
も

従
っ

て

広
島

に
入

り
、

佐
西

郡
（

佐
伯

郡
、

大
竹

市
、

広
島

市
の

一
部

）
で

禄
一

万

石
を

給
さ

れ
て

国
老

と
な

り
、

他
に

茶
料

と
し

て
七

千
石

を
贈

ら
れ

ま
し

た
。

翌
六

年
、

浅
野

家
中

に
騒

擾
（そうじょう

）
が

あ
り

ま
し

た
。

そ
れ

は
、

老
臣

筆
頭

の
浅

野
知

近
が

、
希

望
し

た
三

原
城

が
与

え
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
を

不

満
と

し
て

出
仕

を
拒

ん
だ

た
め

に
長

晟
の

怒
り

を
買

い
､
謀

殺
さ

れ
て

一
家

断
絶

す
る

、
と

い
う

事
件

で
す

。
こ

れ
は

知
近

が
か

ね
て

戦
功

に
誇

り
、

父

浅
野

幸
長

の
急

死
に

よ
っ

て
に

わ
か

に
宗

家
を

継
い

だ
長

晟
を

と
か

く
軽

ん

じ
る

振
舞

い
が

あ
っ

た
た

め
、

藩
主

の
権

威
確

立
の

た
め

移
封

を
機

に
こ

れ

を
抑

え
よ

う
と

し
て

こ
の

挙
に

及
ん

だ
、

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

老

臣
の

一
人

亀
田

大
隅

も
長

晟
と

意
見

を
異

に
し

、
広

島
を

去
る

こ
と

に
な

り

ま
し

た
。

 

 
知

近
誅

罰
の

血
な

ま
ぐ

さ
い

事
件

を
ま

の
あ

た
り

に
し

、
隠

遁
の

思
い

を

昭
和

五
十

四
年

三
月

三
十

一
日

発
行

 

編
集

発
行

 
佐

伯
町

文
化

財
保

護
委

員
会

 

 
 

 
佐

伯
町

教
育

委
員

会
 



抱
い

た
宗

箇
は

去
り

ゆ
く

亀
田

大
隅

を
見

送
っ

た
そ

の
場

か
ら

直
ち

に
所

領

浅
原

村
に

来
て

こ
こ

に
草

庵
を

結
び

、
悠

々
自

適
の

生
活

に
入

り
ま

し
た

。

そ
の

後
、

藩
主

自
ら

馬
を

馳
せ

て
草

庵
に

至
り

、
そ

の
出

慮
を

促
す

な
ど

の

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

が
遂

に
生

涯
復

帰
せ

ず
、

家
事

は
あ

げ
て

子
重

政
に

委

ね
ま

し
た

。
晩

年
は

専
ら

茶
事

に
没

入
し

、
竹

を
伐

っ
て

花
器

を
作

っ
た

り
、

土
を

こ
ね

て
茶

碗
を

焼
く

な
ど

、
今

日
遺

さ
れ

て
い

る
作

品
の

大
部

分
は

こ

の
時

代
に

作
ら

れ
た

も
の

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
慶

安
三

年
（

一
六

五
○

）

八
十

八
歳

を
も

っ
て

没
し

ま
し

た
が

、
遺

骸
は

生
前

の
意

思
に

従
っ

て
大

野

村
串

山
で

荼
毘

に
付

し
、

遺
骨

は
槌

を
も

っ
て

粉
砕

し
て

海
に

投
じ

ま
し

た
。

荼
毘

の
地

に
遺

髪
を

埋
め

て
塚

と
し

松
を

植
え

ま
し

た
が

、
現

在
、

串
山

山

上
に

あ
る

宗
箇

の
塚

が
こ

れ
と

い
わ

れ
ま

す
。

 

 
以

上
、

宗
箇

の
事

跡
は

茶
道

上
田

流
門

下
の
「

和
風
会
」

か
ら

出
版

さ
れ

た
『

上
田

宗
箇

流
茶

道
』

に
よ

り
ま

し
た

。
 

 
同
書

に
よ

り
ま

す
と

茶
道

上
田

流
の
系
譜

は
次

の
と
お

り
で

す
。

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―
織

田
信

長
 

 
 
―

宗
守

（
武
者
小
路

）
 

 
 

 
―
足
利
義

政
 

 
 

 
 
―
豊

臣
秀
吉

 
 

 
―

宗
左

（
表

千
家

）
 

珠
光
―
―

道
耳
―
紹
鷗
―
利
休
―
―
小

庵
―
―

宗
旦
―
―

宗
室

（
裏

千
家

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―

山
田

宗
縊

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―
薮
内
剣
仲

 
 

 
―
藤

村
庸
軒

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―

道
安
―
―
片
桐

石
州
―
―

松
平

不
昧

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―
小
堀
遠

州
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―
古

田
織

部
正
―
―

上
田

宗
箇

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―
本
阿
弥
光
悦

 

  
い

う
ま

で
も

な
い

こ
と

で
す

が
「

茶
」

の
哲
学

を
完
成

し
た

の
は

千
利
休

で
あ

り
ま

す
。
利
休

の
茶

と
は

、
ど

う
い

う
も

の
か

前
記
『

上
田

宗
箇

流
茶

道
』

か
ら
引
用

さ
せ

て
も

ら
い

ま
す

と
、

 

 
 
「
利
休

は
茶

の
心

を
『

和
・
敬
・
清
・
寂
』

と
説

い
た

。
和

は
人

と
人

と
の

和
ば

か
り

で
な

く
、
環
境

と
の

和
、
即

ち
自
然

と
の
融

合
を

も
意
味

す
る

。
又
形

の
上

で
の
形
態
的

な
調

和
を

意
味

す
る

と
と

も
に
内
的
感
情

と
し

て
の

和
悦

を
も

意
味

す
る

。
真

の
和

は
敬

が
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。

人
を

う
や

ま
う

こ
と

は
自
己

を
慎
む

こ
と

を
意
味

す
る

と
と

も
に
礼

に
通

じ
る

。
清

は
い

う
ま

で
も

な
く
清

ら
か

な
こ

と
で

あ
る

が
外
観

上
の
清
潔

の
み

で
な

く
、
心

の
清
浄

も
ま

た
肝
要

で
あ

る
。
寂

は
さ

び
で

あ
る

。
即



ち
、

わ
ず

ら
わ

し
か

ら
ず

、
美
麗

を
好

ま
ず

、
詔

わ
ず

、
貪

ら
ず

、
謹
み

て
疎

か
な

ら
ず

、
す

な
お

に
し

て
真
実

な
る
心

が
茶

の
湯

の
心

で
あ

り
、

悟
り

に
通

ず
る

も
の

で
あ

る
。

こ
れ

を
要

す
る

に
、
利
休

は
簡
素

な
生

活

の
中

に
敬
虔

な
心

を
も

っ
て

茶
の
湯

を
行

う
こ

と
を
教

え
た

の
で

あ
る

。
」
 

と
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
利
休

死
後

、
古

田
織

部
正

は
秀
吉

か
ら
利
休

の
茶

は
町

人
風

で
武

門
の

茶
に

合
わ

な
い

所
が

あ
る

の
で

、
武

門
向
き

の
茶

の
礼

式
を

確
立

せ
よ

、
と

い
わ

れ
た

の
で

改
め

る
と

こ
ろ

が
あ

っ
た

が
そ

れ
が
武

家
茶

で
、
豪
放

で
華
や

か
な
「
き

れ
い

さ
び
」

と
い

わ
れ

る
も

の
が
表

現
さ

れ
て

い
る

と
い

わ
れ

ま
す

。
 

 
宗

箇
は

こ
の

よ
う

に
茶

人
で

あ
る

と
と

も
に

作
庭

家
と

し
て
き

こ
え

て
い

ま
し

た
が

、
も

と
も

と
勇
武

の
き

こ
え

の
高

い
人

で
し

た
。

浅
野
氏

に
随
身

す
る

ま
で
丹
羽

長
秀

に
仕

え
て

い
ま

し
た

が
長
秀

没
後

、
豊

臣
秀
吉

に
見

出

さ
れ

、
近
習

と
な

っ
て
越

前
の

国
で

一
万

石
を

給
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
関
ヶ

原
の
役

で
西
軍

に
与

し
、

志
を
失

い
ま

し
た

が
、
蜂
須
賀

家
に
迎

え
ら

れ
て

阿
波

に
渡

り
、
居

る
こ

と
三

年
で

紀
州

の
浅

野
幸

長
に
客
礼

を
も

っ
て
迎

え

ら
れ

、
一

万
石

の
大

禄
で
遇

さ
れ

ま
し

た
。

幸
長

の
子

長
晟

が
広

島
に

移
封

さ
れ

て
来

る
の

に
従

い
、

宗
箇

は
佐

西
郡

で
今

の
大

竹
市

及
び

大
野
町
全
域

と
宮
内

村
、
峠

村
、
渡
瀬

村
、

浅
原

村
、

中
道

村
、
栗
栖

村
の
全
域

を
給

地

と
し

て
領

し
、

そ
の
高

は
合
計

八
千

三
百

石
以

上
他

の
備

後
恵
蘇

郡
五

か
村

を
併

せ
て

一
万

十
六

石
余

を
給

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 
先

に
宗

箇
隠
棲

の
地

は
浅

原
の
「

い
も

が
た
お
」

に
あ

っ
た

、
と

し
て

い

ま
す

が
、

国
道

改
修

ま
で

は
峠

の
頂

上
か

ら
東
寄

り
に
少

し
さ

が
っ

た
道

の

そ
ば

の
畠

の
一
角

に
、
青

い
小

石
の
散

ら
ば

っ
て

い
る

と
こ
ろ

が
あ

り
、

宗

箇
の

庵
室

は
こ

の
あ

た
り

で
は

な
か

っ
た

か
と

思
わ

れ
ま

す
。
青

い
小

石
が

あ
っ

た
の

は
、

こ
れ

を
拾

っ
て

来
る

と
宗

箇
は

石
一
升

に
米

一
升

と
替

え
て

く
れ

た
と

い
う
話

が
あ

り
、

そ
う

し
て
庭

に
敷

い
た

の
だ

と
い

わ
れ

て
い

ま

す
。

こ
う

い
う
伝
説

が
残

っ
て
昭

和
の

は
じ

め
ご
ろ

ま
で

は
道
通

り
の

人
が

心
掛

け
、
青

い
石

を
一
つ

二
つ

拾
っ

て
投

げ
あ

げ
て

い
ま

し
た

。
 

 
さ

て
文
化

年
間

（
一

八
○

四
～

一
八

一
八

）
上

田
家
役

人
が
書

い
た

と
い

わ
れ

る
『

佐
伯

郡
廿
ヶ

村
郷
邑
記

（ごうゆうき

）
』

と
い

う
本

の
浅

原
村

の
項

に
次

の
記

事
が

あ
り

ま
す

。
 

 
「
旧

跡
 

 
御
座
敷

跡
 
本
郷
組

の
内
芋
カ
イ
チ

と
云

所
也

 
畝
数

十
八
歩

 
分
米

九

升
 
享
保

元
年

（
一

七
一

六
）

よ
り
無
免

地
に
成

る
 

重
安
公
御
座
成

ら

せ
ら

れ
候
御
座
敷

跡
也

 
そ

も
そ

も
此

地
 
庄
屋

与
左
衛

門
と
申

す
者
居

宅
成

り
し

に
（

一
書

に
は
助
左
衛

門
と
有

）
重

安
公
御

入
国

後
（
按

ず
る



に
元

和
の
末

 
寛
永

の
初

な
る
べ

し
）
此

家
に
成

ら
せ

ら
れ

 
三
ヵ

年
御

滞
留
遊
ば

さ
れ
候
由

 
三
ヵ

年
目

 
故
但

馬
様
廿

日
市
辺
御
鷹

野
と

し
て

浅
原

村
へ
御
座
成

ら
せ

ら
れ

 
御
対
面
遊
ば

さ
れ

 
そ

れ
よ

り
広

島
へ
御

帰
館
遊
ば

さ
れ
候
由

 
与
左
衛

門
儀

は
身

上
つ

い
え

に
及

び
候
み
ぎ

り
に

て
 
屋
敷

を
明

け
差

上
げ
候
故

 
そ

の
後
崩

れ
す

た
れ

た
り

 
此
御
座
敷

跡
室

（むろ
）

の
木

今
に
有

り
 
少

し
上

（か
）
み
谷

に
御
池

の
跡

と
て
池

の
形
有

り
 
其
内

に
石
有

り
 
御
手
形

と
申
伝
ふ

 
又
側

に
小
祠
有

り
て

木
像

二
尊
有

り
 
客

大
明
神

と
唱
ふ

 
由

来
不
詳

 
其
木
像

不
細
工

に
し

て
夫
婦

の
形
也

（
隣

村
に

も
客

大
明
神

と
云

は
れ
夫
婦

の
形
木
像
也
神
体

な
り

と
云
ふ

）
寛

政
三

年
（

一
七

九
一

）
安
虎
公
此

地
に
成

ら
せ

ら
れ

 
与

左
衛

門
末
苗
牛

松
ト
云
者
持
高
弐

石
五

斗
余

 
其

年
限

り
貢

を
御
宥

し
下

さ
れ

 
冥
加

の
至
也
」

 

 
こ

の
文
章

は
約

二
百

年
後

の
聞
書
き

で
す

か
ら

そ
の
つ

も
り

で
見

ね
ば

な

り
ま

せ
ん

が
、
要

す
る

に
、

重
安
公

（
宗

箇
）

は
こ

こ
に

三
年
滞

在
し

た
。

三
年
目

に
但

馬
様

（
浅

野
長

晟
）

が
鷹
狩

と
い

っ
て

浅
原

ま
で

来
て

宗
箇

に

対
面

し
ー

帰
参

を
要
請

し
た

の
で

重
安

も
ー

そ
れ

か
ら

広
島
へ

帰
っ

た
。
屋

敷
を
提
供

し
た
庄
屋

与
左
衛

門
は
財
産

を
無

く
し

て
い

た
折
柄

で
あ

っ
た

の

で
、

そ
の

後
を

と
り
つ

く
ろ

う
こ

と
も

で
き

ず
、

す
た

れ
て

し
ま

っ
た

。
そ

の
跡

の
室

の
木

が
今

に
あ

る
。
（

中
略

）
寛

政
三

年
（

一
七

九
一

）
安
虎
公

（
上

田
家

九
代

、
主
水

安
虎

）
が
此

地
に

来
た

時
、

与
左
衛

門
の

子
孫

の
牛

松
と

い
う
者

の
持
高

二
石

五
斗
余

に
対

す
る
貢
租

を
そ

の
年
限

り
で
免
除

し
、
祖

先
の
恩

に
酬

い
た

、
め

で
た

い
こ

と
だ

、
と

い
う

意
で

、
は

じ
め

に
掲

げ
た

文
章

の
「

生
涯

帰
参

せ
ず
」

と
い

う
こ

と
と
違

っ
て

い
ま

す
。

 

 
浅

原
、
本
郷

に
残

っ
て

い
る
伝
説

で
は

、
藩

主
浅

野
長

晟
が
鷹
狩

り
に

こ

と
よ

せ
わ
ざ

わ
ざ

来
る

、
そ

こ
ま

で
来

て
い

る
、

と
い

う
こ

と
を
き

い
て

、

こ
れ

は
ま

ず
い

と
急

に
自

分
の
方

か
ら

帰
っ

た
、
途

中
、
津

田
須
河

田
を

浅

原
に
向

っ
て
行
列

が
行

く
の

を
戸
屋

の
尾

（
ト
ン
ネ
ル

の
上

あ
た

り
）

か
ら

見
て

帰
り

を
急

い
だ

、
と

も
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
 

 
浅

原
に
残

っ
て

い
る

宗
箇
行
状
記

の
伝
説

を
二

、
三

拾
っ

て
み

ま
す

と
、

 

 
 

現
在

の
郷
南

部
を
南
北

に
通

じ
る

国
道

は
も

と
「

な
わ

て
」

と
い

っ
て

普
通

の
小

道
よ

り
幅

の
広

い
道

で
し

た
が

、
宗

箇
は

こ
の

道
の
傍

に
桜

を

植
え

さ
せ
桜

の
並
木

道
に

し
た
「

花
の

浅
原

、
桜

の
並
木
」

と
い

う
よ

う

な
歌

が
う

た
わ

れ
て

い
た

。
 

 
 

村
人

の
集

ま
り

が
あ

る
と
き

は
気

さ
く

に
出

て
加

わ
っ

た
。
酒

の
座

で

盃
の
や

り
と

り
な

ど
も

し
た

。
 

 
 
木

の
細
工

な
ど

が
巧
み

で
栗

の
木

を
用

い
た
手

作
り

の
く

り
盆

を
近

所



の
人

に
与

え
た

も
の

が
今

に
伝

わ
っ

て
い

る
。

 

 
 
岩
船

の
水

か
ら
約

二
○

○
メ
ー
ト
ル
離

れ
た

と
こ
ろ

に
庵
室

が
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
が

茶
の

料
の
水

は
庵

主
自
身

が
朝

な
夕

な
に
汲
み

に
通

っ
た

。

帰
り

に
は

道
の

中
ほ

ど
に

あ
る

家
の
縁

で
休

ん
だ

の
で

そ
の

家
は
「
殿
休

（
と

の
き
ゅ

う
）
」

と
呼
ば

れ
、

今
に

そ
の
名

が
あ

る
。

 

 
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
 

ま
た
『
郷
邑
記
』

の
中

の
「
お
池

の
跡

と
て
池

の
形

あ
り
」

と
い

う
の

は

庵
室

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

と
こ
ろ

の
近

く
の

浅
い
谷

に
そ

れ
ら

し
い
泉

が
今

に
残

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
青

い
小

石
が

あ
っ

た
の

は
高

い
と

こ
ろ

で

あ
り
「
少

し
上
ミ
谷
」

と
い

う
の

と
噛

み
あ

い
ま

せ
ん

の
で

あ
る

い
は

庵
室

の
あ

っ
た

の
は

現
存

す
る
泉

の
下

あ
た

り
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
こ

の
点

、
疑

問
を
残

し
ま

す
。

 

そ
れ

に
し

て
も

、
元

和
、
寛
永

の
こ
ろ

の
庄
屋

の
宅

地
が

わ
ず

か
一

八
坪

で
あ

っ
た

と
す

れ
ば

、
そ

の
上

に
あ

っ
た
建
物

も
小
屋
程
度

以
上

は
考

え
ら

れ
ず

、
庄
屋

以
下

の
百
姓

の
住

家
、

生
活

の
程
度

な
ど

、
今

日
、
想
像

す
る

に
む

ず
か

し
い
ほ

ど
と

い
わ

ね
ば

な
り

ま
せ

ん
。
推
定

す
れ
ば

浅
原

隠
棲

は

宗
箇

六
○

歳
前

後
と

思
わ

れ
ま

す
が

、
そ

の
年
齢

で
こ

う
い

う
と

こ
ろ

で
三

年
を
過
ご

し
ま

し
た

。
宗

箇
の
系
譜

を
伝

え
る

上
田

元
重

家
（

広
島

市
古
江

町
）

の
重
宝

宗
箇

作
花

入
れ

（
写
真

）
を
み

ま
す

と
孟

宗
竹

を
切

っ
た

も
の

の
側
面

に
鉈

で
大
胆

に
二
ヶ

所
切

り
こ
み

を
い

れ
て
皮

を
剝

い
で

い
る

の
で

す
が

、
い

か
に

も
簡
浄

、
雄
勁

で
し

か
も
古
撲
・
繊
細

の
感

じ
も

あ
り

、
彼

宗
箇

の
美

意
識

の
う

か
が

わ
れ

る
名

品
で

す
。

こ
れ

ら
は

隠
棲

三
年

の
間

の

作
品

と
思

わ
れ

ま
す

。
 

な
お
写
真

の
岩
船

の
水

の
石
碑

は
昭

和
三

十
六

年
五
月

、
茶

道
上

田
流

和

風
会

に
よ

っ
て
建

て
ら

れ
た

も
の

で
、

浅
原

、
郷
南

部
の

国
道

一
八

六
号
線

が
大
き

く
カ
ー
ブ

す
る

と
こ
ろ

か
ら
約

一
五

○
メ
ー
ト
ル
南

の
谷

の
入
口

に

あ
り

ま
す

。
 

 

宗
箇
書
簡

 

 
壱
口
切
候
様 ニ

と
相
越 シ

□
大

 

 
慶
ニ
候

 
殊 ニ

鴨
二

結
構

な
る
儀 ニ

候
 

 
明
朝
口
切
可 クレ

申 ス

候
間
待
申
候

 
面 ニ

 

 
可 クレ

申 ス

候
間

不ニ

且 ニ

申 シ一

候
 

 
 

 
 
極
月

十
日

 
宗
ヶ

（
花
押

）
 

  
 

 
 

 
助
左
衛

門
 

宗
ヶ

 



 

徳
川

家
康

の
宗

箇
宛
書
簡

 

 
以
飛
脚
申 ス
御
普
請

 

 
如
何ニ
御
座
候
哉

 
承 リ
度 ク

 

 
存
候

 
何 レ

帰 リ
候
刻

 
以 テ二

 

 
加

々
爪 ヲ一

如 クニ
申
候一

不レ
被 カシレ

置ニ 
 

 
御
心 ヲ一

御
用
之
儀 ハ
可 クレ

 

被 カシレ
仰 セ
候

 
委
細
隼

人
正 

可 クレ
申 ス
候

 
謹
言

 

 
 

七
月
廿

五
日

 
家
康

（
花
押

）
 

  
 

 
 

 
上

田
主
水

正
 

 ※
加
賀

々
爪

は
加
賀
爪
真
澄

の
こ

と
 

慶
長

十
九

年
か
・

上
田

元
重
氏
蔵

 

  
 

知
行
之
目
録

 

 
 

 
 

 
覚

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
芸

佐
西

郡
 

一
 
高
百

三
拾
壱

石
八

斗
壱
升

拾
合

 
 

 
 

 
栗
栖

村
 

一
 
高
百

拾
四

石
四

斗
四
升

八
合

 
 

 
 

 
 

中
道

村
 

一
 
高

三
百
弐

拾
五

石
四

斗
壱
升

 
 

 
 

 
 
玖
波

村
 

一
 
高
弐
百

八
石

三
斗

六
升

 
 

 
 

 
 

 
 
小
栗
林

村
 

一
 
高

九
拾

石
四
升
壱

合
 

 
 

 
 

 
 

 
 
谷

和
村

 

一
 
高
百

三
拾

七
石

三
斗

 
 

 
 

 
 

 
 

 
大
栗
林

村
 

一
 
高

七
百

四
拾

六
石

五
斗

四
升
弐

合
 

 
 

 
朝
(
浅
)
原

村
 

一
 
高

九
百

三
拾
壱

石
四

斗
六
升
弐

合
 

 
 

 
大

野
村

 

一
 
高
百
弐

拾
石

四
斗
弐
升

 
 

 
 

 
 

 
 

松
ヶ

原
村

 

一
 
高
百

七
拾
壱

石
四

斗
九
升

五
合

 
 

 
 

 
谷
尻

村
 

一
 
高

三
拾

四
石
壱

斗
八
升

九
合

 
 

 
 

 
 
奥
谷
尻

村
 

一
 
高

四
百

七
拾

四
石

八
斗

六
升

三
合

 
 

 
 
峠

村
 

一
 
高
百

六
石

三
斗

八
升

 
 

 
 

 
 

 
 

 
渡
ノ
瀬

村
 

一
 
高

四
百

七
拾
壱

石
三

斗
六
升

七
合

 
 

 
 
岡

田
(
小
方
)
峠

村
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
波

田
 

一
 
高
百

六
拾

四
石

八
斗

八
升

七
合

 
 

 
 

 
黒
川

村
 

一
 
高

三
百

九
拾

八
石
壱

斗
五
升
弐

合
 

 
 

 
大

竹
村

 

一
 
高
百

三
拾

石
四

斗
六
升

 
 

 
 

 
 

 
 
夕
(
油
)
見

村
 



一
 
高

六
拾

六
石

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
(
木

野
)
村

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
後
恵
蘇

郡
 

一
 
高

八
百

九
拾

石
七

斗
弐
升

五
合

 
 

 
 

 
上

村
 

一
 
高

四
百

八
拾
弐

石
八

斗
四
升

五
合

 
 

 
 
木
戸

村
 

一
 
高

千
百

拾
三

石
弐

斗
九
升
弐

合
 

 
 

 
 

下
村

 

一
 
高

千
七
百
弐

拾
壱

石
三

斗
四
升

四
合

 
 

 
本

田
村

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
市

 

一
 
高

九
百

八
拾

五
石

六
升
壱

合
 

 
 

 
 

 
河
面

村
 

 
 

 
高

合
壱

万
拾

六
石

八
斗

五
升

三
合

 

 
 

 
 

 
以

上
 

 
 

 
 

元
和

六
年

七
月
廿

八
日

 
但

馬
守

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
田

主
殿
助
殿

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
田

備
前

守
殿

 

 ※
こ

れ
も

上
田

家
に
伝

わ
る

知
行
目
録

で
す

。
浅

野
の

広
島

入
封

は
元

和
五

年
で

す
か

ら
、

そ
の

翌
年

に
出

さ
れ

て
い

ま
す

。
吉

和
村

も
上

田
給

地
で

あ

っ
た

の
で

す
が

、
こ

の
中

に
見

え
ま

せ
ん

。
 

   
 

 
 

 
 

 
 

指
定

区
指

定
区

指
定

区
指

定
区

分分 分分
    

重
要

文
化

財
重

要
文

化
財

重
要

文
化

財
重

要
文

化
財

    

種種 種種
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
別別 別別

    
建

造
物

建
造

物
建

造
物

建
造

物
    

名名 名名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称称 称称

    
安

井
家

母
屋

安
井

家
母

屋
安

井
家

母
屋

安
井

家
母

屋
    

指
定

年
月

日
指

定
年

月
日

指
定

年
月

日
指

定
年

月
日

    
昭

和
昭

和
昭

和
昭

和
五五 五五

十
一

年
十

十
一

年
十

十
一

年
十

十
一

年
十

一一 一一
月月 月月

十
六

十
六

十
六

十
六

日日 日日
    

所所 所所
    

在在 在在
    

地地 地地
    

佐
伯

町
佐

伯
町

佐
伯

町
佐

伯
町

（（ （（
廿

日
市

市
廿

日
市

市
廿

日
市

市
廿

日
市

市
）） ））

浅
原

浅
原

浅
原

浅
原

一
四

二
六

番
地

一
四

二
六

番
地

一
四

二
六

番
地

一
四

二
六

番
地

    

所所 所所
    

有有 有有
    

者者 者者
    

安
井

紳
一

郎
安

井
紳

一
郎

安
井

紳
一

郎
安

井
紳

一
郎

    

        
文

化
年

間
文

化
年

間
文

化
年

間
文

化
年

間
（（ （（

一一 一一
八八 八八

○○ ○○
四四 四四

～～ ～～
一一 一一

八
一

七
八

一
七

八
一

七
八

一
七

）） ））
のの のの

建
築

建
築

建
築

建
築

と
い

わ
れ

る
と

い
わ

れ
る

と
い

わ
れ

る
と

い
わ

れ
る

江
戸

時
代

本
百

姓
江

戸
時

代
本

百
姓

江
戸

時
代

本
百

姓
江

戸
時

代
本

百
姓

のの のの
居

宅
居

宅
居

宅
居

宅

でで でで
、、 、、

木
造

木
造

木
造

木
造

か
や

か
や

か
や

か
や

葺葺 葺葺
きき きき

平
屋

建
平

屋
建

平
屋

建
平

屋
建

てて てて
、、 、、

桁
行

桁
行

桁
行

桁
行

きき きき
九

間
九

間
九

間
九

間
（（ （（

一
六

一
六

一
六

一
六

・・ ・・
三

六
三

六
三

六
三

六
メ

ー
ト

ル
メ

ー
ト

ル
メ

ー
ト

ル
メ

ー
ト

ル
）） ））

梁
間

五
間

梁
間

五
間

梁
間

五
間

梁
間

五
間

（（ （（
九九 九九

・・ ・・

一一 一一
メ

ー
ト

ル
メ

ー
ト

ル
メ

ー
ト

ル
メ

ー
ト

ル
）
、

）
、

）
、

）
、

寄
棟

寄
棟

寄
棟

寄
棟

づ
く

り
で

づ
く

り
で

づ
く

り
で

づ
く

り
で

内
部

外
部

内
部

外
部

内
部

外
部

内
部

外
部

と
も

よ
く

と
も

よ
く

と
も

よ
く

と
も

よ
く

旧
時

旧
時

旧
時

旧
時

の
ま

ま
の

ま
ま

の
ま

ま
の

ま
ま

保
存

保
存

保
存

保
存

さ
れ

て
い

る
さ

れ
て

い
る

さ
れ

て
い

る
さ

れ
て

い
る

。。 。。
    

 
 

 
草
葺

の
農

家
づ

く
り

の
家

が
次

々
に
姿

を
消

し
、
消

さ
な

い
ま

で
も
内

部

が
昔

の
あ

と
を
止

め
な

い
ま

で
に
新
建
材

な
ど

で
改
造

さ
れ

て
い

る
家

の
多

い
な

か
で

、
こ

の
家

だ
け

は
内

部
も
外

部
も
ほ
ぼ
昔

の
ま

ま
保
存

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

こ
の

家
は

、
江
戸

時
代

の
「
本
百
姓
」

の
家

で
、
ご
承

知
の

よ
う

に
、

封

建
社
会

は
、
身

分
制
度

に
よ

っ
て
維
持

さ
れ

て
き

ま
し

た
。
士
・
農
・
工
・



商
等

の
区

分
と

と
も

に
士

の
中

に
も
極
端

に
い

え
ば

、
足

軽
小
者

か
ら
将
軍

ま
で

、
世
襲

に
よ

る
厳
格

な
身

分
階
級

が
設

け
ら

れ
て

い
て

、
そ

の
階
層

は
、

約
二

十
あ

っ
た

と
い

わ
れ

、
そ

の
非

人
間
的

な
あ

り
よ

う
は

福
沢
諭
吉

に
「

封

建
制
度

は
親

の
敵

で
ご
ざ

る
」

と
い

わ
せ

た
ほ

ど
の

も
の

で
す

が
、
農

の
中

も
多

く
の
階
級

に
分

か
れ

て
い

ま
し

た
。

 

農
村
社
会

で
は
お
お

ま
か

に
い

っ
て

、
 

本
百
姓
―

地
主
兼

自
作
農

 

小
百
姓
―
小

作
農
又

は
自
小

作
農

 

浮
過

うきす

ぎ
―
耕

地
を
持

た
な

い
日
雇
稼
ぎ

 

と
分

け
ら

れ
て
お

り
、
本
百
姓

は
土

地
に
課

さ
れ

た
年
貢

を
負
担

す
る

も

の
で
高
持

ち
百
姓

と
も

い
わ

れ
、
耕

地
を
持

た
な

い
浮
過
ぎ

（
水
呑

と
も

い

う
）

と
わ

け
ら

れ
て

い
ま

し
た

。
本
百
姓

の
家

は
お
お
む

ね
退
転

す
る

こ
と

な
く

、
長

く
そ

の
格

を
維
持

し
た

と
い

わ
れ

ま
す

。
こ

の
家

は
そ

う
し

た
農

村
社
会

の
核

の
よ

う
な
存

在
に
ふ

さ
わ

し
い
堅
固

な
構
築

を
示

し
て

い
ま

す
。
 

こ
う

し
た

家
が
旧

時
の
形
態

を
そ

こ
な

わ
ず
保
存

さ
れ

て
い

る
こ

と
と

、

今
後

こ
の

よ
う

な
家

が
建

て
ら

れ
る

こ
と

は
ま

ず
考

え
ら

れ
ま

せ
ん

の
で

い

ま
や
貴

重
な
存

在
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

萱
で
ふ

か
れ

た
屋
根

は
て

い
ね

い
に
葺

く
と
数

十
年
保
つ

と
い

わ
れ

ま
す

が
、

そ
れ

に
は
何

年
も

か
け

て
原

料
を
調
達

確
保

す
る
必
要

が
あ

り
職

人
の

少
な

く
な

っ
た

こ
の
ご
ろ

、
葺
替

え
の
雑

作
苦
労

は
大
変

な
も

の
で

す
。
軒

の
同
尻

の
厚

さ
一
メ
ー
ト
ル

も
あ

る
こ

の
大
屋
根

を
全

部
一
度

に
葺
き

か
え

る
と

な
る

と
大
変

な
量

の
萱

が
い

り
ま

す
。

た
と

え
ば

、
大

び
ら

と
い

う
家

の
前

と
後

の
長

い
方

は
、

一
方

の
胴
尻

に
最
初

一
わ

た
り
並
べ

る
だ

け
で

一

○
○
束

（
一
束

は
ま

わ
り

五
尺
―

一
五

○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
束

）
の
萱

が

い
る

と
い

う
こ

と
で

も
想
像

で
き

ま
し
ょ

う
。
ふ
き
替

え
が

一
度

に
な

ら
な

い
よ

う
、
早
目

に
、

一
方

ず
つ

を
ふ
き
替

え
る

よ
う

に
す

る
、

そ
う

す
る

こ

と
に

よ
っ

て
古
材

の
再
使
用

も
可
能

に
な

る
。

そ
の

よ
う

に
し

て
一

六
○

年

以
上

に
わ

た
っ

て
保
存

さ
れ

て
き

ま
し

た
。

 

こ
の

よ
う

な
農

家
造

り
の
特
徴

は
、

 

一
 

田
の
字
型

で
あ

る
こ

と
。

 

二
 
「

に
わ
」

の
（

土
間

の
こ

と
）

広
い

こ
と

。
こ

れ
は

作
業

場
の
役

を
す

る
も

の
で

、
稲
扱
ぎ

、
臼
ひ
き

（
調
整

）
か

ら
紙

す
き

そ
の

他
の
農

作
業

を
す

る
と

こ
ろ

で
し

た
。

こ
の

家
に

は
見

え
ま

せ
ん

が
、
古

い
作

り
の
農

家
に

は
戸
口

の
右
側

の
壁

に
四

○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
穴

の
跡

が

あ
り

ま
す

が
、

こ
れ

は
臼
ひ
き

の
時

の
唐
箕
口

の
穴

で
す

。
 



三
 
「

に
わ
」

の
上

に
は
天
井

が
な

く
、
小
屋
組
や
屋
根
裏

が
見

え
ま

す
。

こ
れ

は
煙
突

の
な

い
家

の
中

の
「

く
ど
」
（

か
ま

ど
の

こ
と

）
や
「

ゆ
る

い
」
（

い
ろ

り
の

こ
と

）
で

、
人
や

馬
の
食
物

を
煮

た
り

、
暖
房

を
取

っ

た
り

す
る

た
め

に
大
量

の
薪

を
た

く
の

で
煙

が
こ

も
ら

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
と

、
大
き

な
木
材

を
使

っ
た
小
屋
組
み

を
見

せ
る
示

威
の
気
味

も

あ
っ

た
と

思
わ

れ
ま

す
。

 

四
 
各

部
の
名
称

は
前
ペ
ー
ジ

の
図

の
と
お

り
で

す
。

 

な
お

、
岩
船

の
水

の
と

こ
ろ

で
も
述
べ

ま
し

た
よ

う
に

、
江
戸

時
代

の
初

期
に

は
決

し
て

こ
の

よ
う

な
農

家
は

な
く

、
浅

原
の
庄
屋

の
屋
敷

が
わ

ず
か

一
八
坪

で
、

そ
の

中
に
住
居

、
牛
小
屋

（
牛

馬
の
使
用

は
こ

の
こ
ろ

よ
り

ず

っ
と

前
か

ら
行

わ
れ

て
い

た
。
）

が
あ

っ
た

と
す

れ
ば

、
そ

の
家

は
小
屋
程

度
以

上
を
考

え
る

こ
と

は
で
き

ま
せ

ん
。

後
に

の
べ

る
『

慶
長

六
年
・
津

田

村
検

地
帳
』

で
見

て
も

、
農

家
の
屋
敷

は
平
均

三
三
坪

（
現

在
の

六
尺
平
方

一
坪

に
直

し
て

三
九
坪

）
で

あ
る

の
に
み

て
も
ほ
ぼ
同

じ
状
況

で
す

。
こ

の

よ
う

な
豪
壮

な
構

え
の
農

家
が

出
現

す
る

の
は
江
戸

時
代

も
後
期

で
、
恐

ら

く
こ

の
家

の
で
き

た
文
化

、
文

政
の
頃

か
ら

で
、
標
準
的
農

家
に

し
て

も
同

様
で

す
。
江
戸
期

の
熟
成

の
所
産

と
い

う
べ
き

で
し
ょ

う
か

。
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

指
定

区
指

定
区

指
定

区
指

定
区

分分 分分
    

無
形

文
化

財
無

形
文

化
財

無
形

文
化

財
無

形
文

化
財

    

名名 名名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称称 称称

    
浅

原
神

楽
団

浅
原

神
楽

団
浅

原
神

楽
団

浅
原

神
楽

団
    

神
楽

舞
神

楽
舞

神
楽

舞
神

楽
舞

    
「「 「「

し
ゃ

す
い

し
ゃ

す
い

し
ゃ

す
い

し
ゃ

す
い

」
「

」
「

」
「

」
「

恵
比

寿
恵

比
寿

恵
比

寿
恵

比
寿

」
「

」
「

」
「

」
「

三
本

薙
刀

三
本

薙
刀

三
本

薙
刀

三
本

薙
刀

」」 」」
    

指
定

年
月

日
指

定
年

月
日

指
定

年
月

日
指

定
年

月
日

    
昭

和
五

十
四

年
昭

和
五

十
四

年
昭

和
五

十
四

年
昭

和
五

十
四

年
二二 二二

月月 月月
一一 一一

日日 日日
    

        
佐

伯
町

佐
伯

町
佐

伯
町

佐
伯

町
でで でで

行行 行行
わ

れ
て

い
る

わ
れ

て
い

る
わ

れ
て

い
る

わ
れ

て
い

る
神

楽
舞

神
楽

舞
神

楽
舞

神
楽

舞
はは はは

、、 、、
玖

島
玖

島
玖

島
玖

島
、、 、、

河
津

原
河

津
原

河
津

原
河

津
原

、、 、、
津

田
津

田
津

田
津

田
、、 、、

浅
原

浅
原

浅
原

浅
原

にに にに
保

存
保

存
保

存
保

存
さ

れ
て

さ
れ

て
さ

れ
て

さ
れ

て

い
る

い
る

い
る

い
る

古古 古古
いい いい

十
二

神
祇

系
十

二
神

祇
系

十
二

神
祇

系
十

二
神

祇
系

の
も

の
と

の
も

の
と

の
も

の
と

の
も

の
と

、、 、、
山

県
神

楽
山

県
神

楽
山

県
神

楽
山

県
神

楽
のの のの

系
統

系
統

系
統

系
統

にに にに
属属 属属

す
る

す
る

す
る

す
る

比
較

的
新

比
較

的
新

比
較

的
新

比
較

的
新

し
い

し
い

し
い

し
い

栗
栖

神
栗

栖
神

栗
栖

神
栗

栖
神

楽楽 楽楽
にに にに

大
別

大
別

大
別

大
別

さ
れ

る
さ

れ
る

さ
れ

る
さ

れ
る

。。 。。
そ

れ
ぞ

れ
の

そ
れ

ぞ
れ

の
そ

れ
ぞ

れ
の

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
特

徴
特

徴
特

徴
はは はは

前
者

前
者

前
者

前
者

のの のの
、、 、、

よ
く

い
え

ば
よ

く
い

え
ば

よ
く

い
え

ば
よ

く
い

え
ば

簡
浄

簡
浄

簡
浄

簡
浄

、、 、、
古

朴
古

朴
古

朴
古

朴
、、 、、

悪悪 悪悪
く

い
く

い
く

い
く

い

え
ば

や
や

え
ば

や
や

え
ば

や
や

え
ば

や
や

単
調

単
調

単
調

単
調

なな なな
舞舞 舞舞

がが がが
多多 多多

い
の

に
く

ら
べ

い
の

に
く

ら
べ

い
の

に
く

ら
べ

い
の

に
く

ら
べ

、、 、、
後

者
後

者
後

者
後

者
はは はは

華
麗

華
麗

華
麗

華
麗

でで でで
見見 見見

せ
る

も
の

と
し

て
の

せ
る

も
の

と
し

て
の

せ
る

も
の

と
し

て
の

せ
る

も
の

と
し

て
の

劇
的

劇
的

劇
的

劇
的

なな なな
要

素
要

素
要

素
要

素
もも もも

備備 備備
え

て
い

る
え

て
い

る
え

て
い

る
え

て
い

る
。。 。。

発
達

段
階

的
発

達
段

階
的

発
達

段
階

的
発

達
段

階
的

にに にに
見見 見見

れ
ば

れ
ば

れ
ば

れ
ば

、、 、、
前

者
前

者
前

者
前

者
はは はは

神
祇

舞
神

祇
舞

神
祇

舞
神

祇
舞

と
し

て
と

し
て

と
し

て
と

し
て

古古 古古
くく くく

、、 、、
後

者
後

者
後

者
後

者

はは はは
比

較
的

新
比

較
的

新
比

較
的

新
比

較
的

新
し

く
し

く
し

く
し

く
、、 、、

見見 見見
ぜ

る
も

の
と

し
て

ぜ
る

も
の

と
し

て
ぜ

る
も

の
と

し
て

ぜ
る

も
の

と
し

て
時

代
時

代
時

代
時

代
のの のの

要
求

要
求

要
求

要
求

に
こ

た
え

に
こ

た
え

に
こ

た
え

に
こ

た
え

、、 、、
大大 大大

き
な

き
な

き
な

き
な

改
変

改
変

改
変

改
変

がが がが
加加 加加

ええ ええ

ら
れ

て
き

た
と

ら
れ

て
き

た
と

ら
れ

て
き

た
と

ら
れ

て
き

た
と

言言 言言
え

よ
う

か
え

よ
う

か
え

よ
う

か
え

よ
う

か
。。 。。

い
ず

れ
に

し
て

も
こ

れ
ら

は
い

ず
れ

に
し

て
も

こ
れ

ら
は

い
ず

れ
に

し
て

も
こ

れ
ら

は
い

ず
れ

に
し

て
も

こ
れ

ら
は

高高 高高
いい いい

「「 「「
芸芸 芸芸

」」 」」
のの のの

要
素

要
素

要
素

要
素

をを をを
持持 持持

っっ っっ

て
い

る
て

い
る

て
い

る
て

い
る

。。 。。
古古 古古

いい いい
農

村
農

村
農

村
農

村
のの のの

生
活

生
活

生
活

生
活

のの のの
中中 中中

にに にに
、、 、、

こ
の

よ
う

こ
の

よ
う

こ
の

よ
う

こ
の

よ
う

にに にに
優優 優優

し
く

し
く

し
く

し
く
美美 美美

し
い

も
の

が
し

い
も

の
が

し
い

も
の

が
し

い
も

の
が
浮浮 浮浮

かか かか
びび びび
出出 出出

てて てて
、、 、、

長長 長長
いい いい

間間 間間
にに にに
洗
練

洗
練

洗
練

洗
練

さ
れ

さ
れ

さ
れ

さ
れ

、、 、、
保

存
保

存
保

存
保

存
さ

れ
て

き
た

こ
と

は
さ

れ
て

き
た

こ
と

は
さ

れ
て

き
た

こ
と

は
さ

れ
て

き
た

こ
と

は
貴貴 貴貴

重重 重重
な

こ
と

で
あ

る
な

こ
と

で
あ

る
な

こ
と

で
あ

る
な

こ
と

で
あ

る
。。 。。

    

町
内

町
内

町
内

町
内
各各 各各

神
楽

団
神

楽
団

神
楽

団
神

楽
団

のの のの
代代 代代
表表 表表

的的 的的
なな なな

種種 種種
目目 目目

をを をを
選選 選選

定定 定定
し

て
し

て
し

て
し

て
無

形
文

化
財

無
形

文
化

財
無

形
文

化
財

無
形

文
化

財
にに にに

指
定

指
定

指
定

指
定

す
る

も
の

で
あ

す
る

も
の

で
あ

す
る

も
の

で
あ

す
る

も
の

で
あ

るる るる
。。 。。

    

 
 

 
佐

伯
町
内

に
伝

え
ら

れ
て

い
る
神
楽

舞
の
演
目

を
、
昭

和
三

年
、

広
島
県

神
職
会

が
作
成

し
た
「
神
楽

舞
規
約
」

に
載

せ
て

い
る
『
神
楽

の
分
類
』

を



参
考

に
し

て
分
類

す
る

と
次

の
よ

う
に

な
り

ま
す

。
 

一
 
神
楽

舞
（
神
祓

舞
）

 

１
 
祓

い
、
清

め
を

主
と

す
る

も
の

 

 
 

 
湯

立
舞

、
二

（
三

）
刀

、
煤

は
き

（
猿

田
彦

）
、
灑
水

（しやすい

）
、

清
米

（きよめ
）
、
〆
口

（
七

五
三
口

）
、
荒
神

、
七
夕

、
お
神
楽

、

神
降
ろ

し
、
弓

舞
、
恵
比
寿

、
三
本
薙
刀

（
浅

原
神
楽
団
創
始

）
 

２
 
託
宣

を
主

と
す

る
も

の
 

 
 

 
将
軍

（
湯

立
神

事
）

 

二
 
神
能

舞
 

１
 
旧

舞
（
猿
楽

、
能

の
影
響

の
あ

る
も

の
）

 

 
 

 
岸
戸

、
荒
平

、
猿

田
彦

（
浅

原
）
、

三
鬼

、
鐘
馗

、
塵
倫

、
大
蛇

 

２
 
新

舞
（
謡
曲

の
影
響

の
あ

る
も

の
）

 

 
 

 
狐
退
治

、
紅
葉
狩

、
大
江

山
 

三
 

五
元

舞
（
陰
陽

五
行

思
想

で
成

り
立

っ
て

い
る

も
の

）
 

１
 

五
元

舞
 

王
子

（
あ

る
い

は
、

し
よ

も
わ

け
、

五
郎
王

子
、

五
龍
王

）
 

こ
れ

を
表

現
の

上
か

ら
み

る
と

、
優
雅

な
舞

を
見

せ
る

も
の

、
勇
壮

な
荒

事
を

見
せ

る
も

の
、
朗
詠

を
主

と
す

る
も

の
、
ア
ク
ロ
バ
チ
ッ
ク

な
技

を
見

せ
る

も
の

、
滑
稽
諧
謔

を
主

と
す

る
も

の
、
物
語

の
筋

を
み

せ
る

も
の

な
ど

に
分

け
る

こ
と

が
で
き

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

 

次
に
伝
承

の
歴
史

の
面

か
ら

見
る

と
き

、
玖

島
、
河
津

原
、
津

田
、

浅
原

は
十

二
神
祇

の
系
統

で
、

い
ず

れ
も
宮
内

、
明

石
方
面

か
ら

入
っ

て
き

た
と

考
え

ら
れ

、
そ

の
時
期

は
お
お
む

ね
幕
末

か
ら
明
治
初

年
と
推
察

さ
れ

ま
す

。

（
省
略

）
 

さ
て
昭

和
三

十
七

年
、

佐
伯
町
教
育

委
員
会

は
、
郷

土
芸
能

と
し

て
の
神

楽
舞

の
保
護

、
保
存

を
目
的

と
し

て
第

一
回

、
町
内
神
楽
競
演

大
会

を
実
施

し
ま

し
た

と
こ
ろ

、
玖

島
一
町

田
、
同

中
村

、
友

和
（
河
津

原
）
、
津

田
、

浅

原
、

四
和

（
栗
栖

）
の

六
団
体

が
参
加

し
ま

し
た

。
出
演

時
間

の
制
限

が
あ

り
、

そ
れ
ぞ

れ
十

分
な
演
技

は
で
き

な
か

っ
た

の
で

す
が

、
以

後
毎

年
欠

か

さ
ず

、
昭

和
四

十
年

か
ら

は
こ

の
神
楽

大
会

が
柱

と
な

っ
て
創

作
展

、
産
業

展
等

を
ふ

く
め

た
「

佐
伯
町
文
化
祭
」

に
発
展

し
、
昭

和
五

十
三

年
で
回

を

重
ね

て
十

七
回

に
な

り
ま

し
た

。
こ

う
し

て
、

年
一
回

、
発
表
会

の
機
会

を

設
け

た
こ

と
に

よ
っ

て
各
団
体

は
活
気

を
取

り
も

ど
し

、
お

り
か

ら
郷

土
田

園
の

よ
さ

が
見

直
さ

れ
る

よ
う

な
気
運

に
も

合
っ

て
お

の
ず

か
ら
青

年
や

子

供
の
関
心

を
惹
き

、
各
神
楽
団

と
も
少

し
ず
つ
動
き

が
活
発

に
な

っ
て
き

ま

し
た

。
「

継
続

は
力

な
り
」

と
い

い
ま

す
が

二
十

年
近

く
継
続

さ
れ

た
こ

の
大



会
も

そ
の

よ
う

な
力

を
発
揮

し
た

よ
う

で
あ

り
ま

す
。

 

次
に
第

一
回

大
会

の
と
き

の
上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
掲

げ
ま

す
。

 

昭
和

三
十

七
年

、
神
楽
公
演

大
会
次
第

 

一
 
開
会

の
辞

 
 

 
 

 
教
育

長
 

二
 
挨
拶

 
 

 
 

 
 

 
町

長
 

三
 
神
楽
団
体

代
表
挨
拶

 
神
楽
保
存
会
会

長
（
古

田
）

 

四
 
神

前
神
楽

 
 

 
 

 
津

田
（

中
西
・
射

原
・
河

野
・

山
下
・
河

野〔定〕

）
 

 

 
五

 
祭

太
鼓

 
 

 
 

 
 
津

田
、
友

和
（

中
川
・
藤

田
・
古

道
・

石
井
・

射
原
・
河

野〔秀〕
・

山
下
・

中
野

）
 

六
 
荒
平

 
 

 
 

 
 

 
玖

島
一
町

田
（
小

島
・
岩
木
・

竹
内
・

中
本

）
 

 

 
七

 
岩
戸

 
 

 
 

 
 

 
浅

原
（
渡
辺
・
酒
井
・
開
・
益
本
・
久
保
・

渡
辺〔亥〕

・
川
崎

）
 

 
八

 
岩
戸

 
 

 
 

 
 

 
津

田
（
藤
井
・
河

野
・
木

原
・
角

田
・
沖

野
・

射
原
・
河

野〔秀〕
・

山
下

）
 

 
九

 
鐘
馗

 
 

 
 

 
 

 
四

和
（
丸

石
・

山
崎
・

中
村
・
船

田
・

竹
中
・

神
鳥
・

中
村

）
 

十
 

し
め

ぐ
ち

 
 

 
 

 
玖

島
中

村
（
林
・

山
本
・

大
西
・
増

田
）

 
 

十
一

 
恵
比
寿

 
 

 
 

 
 
友

和
（
名
越
・

石
井
・
古

道
・
藤

田
）

 

十
二

 
し
ゃ

す
い

 
 

 
 

 
玖

島
一
町

田
（
岩
木
・

中
本
・
小

島
・

竹
内
・

金
本

）
 

 
 

十
三

 
薙
刀

 
 

 
 

 
 

 
浅

原
（

山
根
・

大
田
･
出
口
・

浅
尾
・

安
井
・

久
保
・
渡
辺
・
川
崎

）
 

十
四

 
特
別
参
加
盆
お

ど
り

 
友

和
（
藤

田
・
名
越

）
 

十
五

 
剣

舞
 

 
 

 
 

 
 
玖

島
中

村
（
谷
・
沖
本
・
増

田
・

山
本
・
林
・

増
田〔静〕

）
 

十
六

 
鬼
神

 
 

 
 

 
 

 
友

和
（

石
井
・

土
谷
・

上
杉
・
古

道
・
名
越

）
 

十
七

 
塵
倫

 
 

 
 

 
 

 
四

和
（
丸

石
・
倉
本
・

竹
中
・

中
村
・
神
鳥
・

砂
田
・

中
村〔正〕

）
 

十
八

 
悪
魔

 
 

 
 

 
 

 
津

田
（
河

野
・
木

原
・
藤
井
・
射

原
・
河

野〔秀〕

・

山
下
・
沖

野
）

 
 

十
九

 
天
照

大
神

 
 

 
 

 
玖

島
中

村
（

不
明

）
 

二
十

 
八
岐

大
蛇

 
 

 
 

 
津

田
（
木

原
・
藤
井
・
角

田
・

山
下
・
河

野
・

坂
本
・
射

原
・
河

野〔秀〕

・
山

下〔六〕

・
 

河
野〔嘉〕

）
 

注
（

 
）
内

は
笛
・

太
鼓

な
ど

の
楽

出
演
者

を
含

ん
で

い
ま

す
。

 

以
下

、
神
楽
団
別

の
指
定
種
目

な
ど

に
つ

い
て
説
明

を
試
み

ま
す

。
 



 

浅
原

神
楽

団
浅

原
神

楽
団

浅
原

神
楽

団
浅

原
神

楽
団
―― ――

し
ゃ

す
い

し
ゃ

す
い

し
ゃ

す
い

し
ゃ

す
い

（（ （（
灑灑 灑灑

水水 水水
かか かか

）） ））
・・ ・・

恵
比

寿
恵

比
寿

恵
比

寿
恵

比
寿

・・ ・・
三

本
薙

刀
三

本
薙

刀
三

本
薙

刀
三

本
薙

刀
    

 

 
「

し
ゃ

す
い
」

は
所

に
よ

っ
て

は
「
き

よ
め
」

と
も
呼
ば

れ
る
優
雅

な
大

夫
舞

で
、
小

歌
、

長
歌

が
入

る
。

四
人

で
舞

い
、
衣
装

は
え
ぼ

し
・

し
た

た

れ
、
手

に
は

じ
め
鈴

と
幣

、
後

に
幣

を
扇

に
か

え
る

。
座

を
定

め
、
順
逆

を

舞
い

ま
す

。
こ

の
舞

に
は

舞
の
動

作
、

所
作

の
基
本

が
織

り
こ

ま
れ

て
い

て

神
楽

舞
の
練
習

、
稽
古

は
ま

ず
こ

れ
か

ら
始

ま
る

、
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

素
面

で
舞

い
ま

す
。

 

 

 
「
恵
比
寿
」

は
一

人
舞

い
で

、
え

び
す

の
面

を
付

け
、
手

に
は

じ
め
小
ざ

さ
に
細

長
の
色
紙

を
付

け
た
小
旗

を
三
本

ず
つ

、
両
手

六
本

を
持

っ
て

舞
い

、

の
ち

に
釣

り
竿

で
大
鯛

を
釣

り
上

げ
る

。
所

作
に

は
ユ
ー
モ
ア

が
あ

り
、
お

の
ず

か
ら
笑

い
を
誘

い
ま

す
。
体

を
柔

ら
か

に
動

か
す

の
は
特
徴

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
恵
比
寿

と
は
何

か
、

こ
こ

で
少

し
考

え
て
み

ま
す

。
 

恵
比
寿

は
大
黒

（
仏
教

か
ら
き

て
い

る
が

大
国

主
命

と
さ

れ
る

。
）

と
と

も

に
民
間
信
仰

の
対
象

と
し

福
の
神

の
第

一
に

あ
げ

ら
れ

る
ほ

ど
の
崇
敬

を
得

て
い

ま
す

が
、

こ
れ

は
一

に
『
古

事
記
』

の
国

生
み

の
蛭

子
神
話

に
基
づ

く
、

と
い

う
説

が
あ

り
ま

す
。
蛭

子
か

ら
淡
路

島
（
淡

島
と

あ
る

が
、
淡
路

と
い

わ
れ

る
。
）
）

が
生

ま
れ

る
の

で
す

が
、
恵
比
寿
信
仰

は
淡
路

島
に

近
い
摂
津

西
宮
戎
社

が
本

元
と

さ
れ

、
骨

な
し

の
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ

の
体

、
と

い
う

よ
う

な
と

こ
ろ

も
通

じ
る

と
こ
ろ

が
あ

り
ま

す
。
神
話

で
は

、
蛭

子
は

い
ざ

な
ぎ

、

い
ぎ

な
み

二
神

の
間

の
第

一
の

子
で

、
三

歳
に

な
っ

て
も
足

が
た

た
な

か
っ

た
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
次

に
出
雲

の
大

国
主
命

（おおくにぬしのみこと

）
の

子
事

代
主
神

（ことしろぬしのかみ

）
と

す
る
説

も
あ

り
ま

す
。

事
代

主
神

は
父
神

を

助
け

て
国

政
に

あ
ず

か
っ

た
が
天
照

大
神

の
命

で
国

土
を
天
孫
瓊
瓊
杵
命

（に

にぎのみこと

）
に
奉

れ
と
言

わ
れ

た
と
き

、
父
神

に
勧

め
て

そ
の
命

を
奉

じ
さ

せ
た

、
と
伝

え
ら

れ
る
神

で
す

。
そ

の
場

合
、

こ
の

舞
は

事
代

主
神

が
国

土

を
天
孫

に
譲

り
、

さ
っ
ぱ

り
し

た
気
持

ち
で

海
に

出
て
行

く
場
面

を
舞
曲
化

し
た

も
の

で
は

な
い

か
、

と
い

う
の

で
す

。
舞

の
中

に
奇
妙

な
拍
手

が
あ

り

ま
す

が
、

こ
れ

は
体

が
柔

ら
か

い
の

で
、

満
足

に
拍
手

が
で
き

な
い

た
め

か
、

あ
る

い
は
別

の
意
味

を
持
つ

の
か

、
『
古

事
記
』

に
、

 

「
是

を
以

て
、

こ
の

二
柱

の
神

出
雲

の
国

の
伊
奈

佐
の
小
浜

に
降
到

り
ま

し
て

、
十
拳
剣

を
抜
き

て
波

の
穂

に
逆

に
立

て
、

そ
の
剣

の
先

に
趺
座

し
て

其
の

大
国

主
命

に
問

い
給

は
く

、
天
照

大
神

の
高
木

の
命

（みこと

）
以

ち
て



問
い

に
使

せ
リ

、
汝

が
頷

（うしは
）

け
る
葦

原
の

中
つ

国
は

、
我

が
御

子
の

知
ら

さ
む

国
と
言

よ
さ

し
た

ま
へ

り
。
故
汝

が
心

い
か

に
ぞ

と
問

い
た

ま
う

時
に

、
答

え
ま
つ

ら
く

、
僕

は
得
申

さ
じ
我

が
子

八
重

事
代

主
神

、
是
申

す

べ
き

を
鳥

の
遊

び
、
取
魚

（すなどり
）

し
に
御

大
之
崎

（みほのさき

）
に
往
き

て
い

ま
だ
還

り
来

ず
と

ま
お

し
き

。
故

、
こ

こ
に
天
鳥
舟

の
神

を
遣

は
し

て

八
重

事
代

主
神

を
召

来
て
問

い
給

う
時

に
、
其

父
の

大
神

に
、

か
し

こ
し

、

こ
の

国
は
天
つ
神

の
御

子
に

立
奉

り
た

ま
へ

、
と
云

い
て

す
な

わ
ち

、
其
舟

を
踏
み
傾

け
て
天

の
逆
手

を
真
柴
垣

に
打

ち
成

し
て

隠
り

ま
し
き
」

 

と
あ

り
ま

す
。
天

の
逆
手

と
い

う
の

は
ま

じ
な

い
の
拍
手

の
こ

と
で

、
舞

の

中
の
掌

の
合

わ
な

い
奇
妙

な
拍
手

は
骨

な
し

の
た

め
か

、
又

は
こ

の
よ

う
な

意
味

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
、

と
い

う
わ

け
で

す
。

 

 
浅

原
神
楽

の
恵
比
須

は
面

も
格
別

に
よ

く
で
き

た
福

々
し

い
も

の
で

、
見

て
い

る
と
お

の
ず

か
ら
笑

い
に
誘

わ
れ

る
よ

う
な

舞
で

す
。

 

 
「

三
本
薙
刀
」

 
薙
刀

舞
は
各
神
楽
団

に
あ

る
よ

う
で

す
が

、
浅

原
神
楽

団
の

こ
の

三
本
薙
刀

は
独
特

の
も

の
で

、
三

人
で

な
ぎ

な
た

を
自

在
に
操

る

技
倆

が
見

ど
こ
ろ

の
勇
壮

な
舞

で
す

。
 

 
浅

原
神
楽

は
、
明
治
初

年
亀

山
神
社

の
神
輿

を
修
理

し
た

と
き

、
当

時
宮

内
村
明

石
の

人
（
氏
名

不
詳

）
が

来
て
彩
色

を
し

た
が

そ
の

人
が

仕
事

の
か

た
わ

ら
浅

原
の
若

い
人

に
伝
授

し
た

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
系
譜

は
、

住
山
丑

太
郎

、
尾

上
柳
助

、
沖

野
益
吉

、
安
井
勝

太
郎

、
畠

中
早
助

と
い

う

よ
う

な
古

い
人

を
は

じ
め

と
し

、
以

下
平
本
常

太
郎

、
松
井
伊

作
、
久
保

与

太
郎

、
松
尾
勘

一
、
渡
辺
小
次
郎

、
久
保
繁
雄

、
な

ど
新
旧

の
故

人
と

と
も

に
出
口
恵

一
、
渡
辺

松
一

、
山
根
徳

一
、

浅
尾
清
美

、
大

田
寿
郎

な
ど

の
み

な
さ

ん
を

主
と

し
て
引
き

継
が

れ
て
き

ま
し

た
。

そ
の

後
、

戦
前

戦
後

を
通

じ
、
熱
心

な
若

い
人

の
参
加

が
な

く
、
団

と
し

て
の
成

立
が
危
ぶ

ま
れ

、
廃

絶
に
瀕

し
た

の
で

す
が

、
昭

和
四

十
五

年
、
当

時
浅

原
小
学
校

に
勤
務

し
て

い
ら

れ
た
南
秋

三
さ

ん
の
格
別

の
尽
力

で
、

子
供
会

活
動

の
一
環

と
し

て
の

子
供
神
楽
会

が
結
成

さ
れ

、
以

来
一
世

代
と

び
こ

し
て
孫

の
よ

う
な
小

中
学

生
の
児
童

生
徒

に
伝

え
ら

れ
ま

し
た

。
子
供

の
こ

と
で

す
か

ら
芸

と
し

て
は

未
熟

で
す

が
、
昭

和
五

十
三

年
ま

で
の

九
年
間

に
二

○
人

以
上

の
子
供

が
と

も
か

く
も
神
楽

舞
い

を
習

っ
た

、
と

い
う

こ
と

は
そ

の
伝
承
保
存

の
上

で
大

き
な

意
義

の
あ

っ
た

こ
と

で
し

た
。

 


